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概要 量子エコシステム推進ワーキンググループ設置
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概要
 第1回 24年8月30日（金）10:00～11:00 キックオフ会議
 第2回 24年9月18日（水）13:00～15:00 WG構成員による議論
量子エコシステムの定義、WGで取り扱う領域

 第3回 24年9月19日（木）16:30～17:30 有識者ヒアリング#1
スタートアップ／ベンチャー企業経営者（ディープテック：再生医療）

 第4回 24年10月10日（木）9:00～12:00 有識者ヒアリング#2
スタートアップ／ベンチャー企業経営者（量子）

（以降は調整中）
• 量子スタートアップと業務提携や資本提携、M&Aを考える企業
• スタートアップ／ベンチャー企業経営者（ディープテック：AI、フュージョン、衛星通信）
• ベンチャーキャピタル
• サプライチェーン企業（量子、非量子に関わらず、将来、または、今後参入の可能性のある企業・
団体を含む。ただし、実ビジネスや産業にリーチしていること）

• 海外企業 【別建て：Q-STAR/G-QuAT主催】
 24年10月16日（水）15:00～18:00
 24年10月28日（月）9:00～12:00
 24年11月7日（木）16:00～18:00
 24年11月28日（木）9:00～12:00、16:30～18:30
 24年12月10日（火）10:30～12:30、14:00～16:00 WG構成員による議論
ヒアリングまとめ、経済安全保障／量子産業等の議論

WG開催日（実績、予定）
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概要 量子エコシステムの定義、WGで取り扱う領域（案）
 WGで主に取り扱う領域
量子技術に特化した領域に閉じず、利用者サイドの視点から必要となるエコシステムを議論する。
システム指向・SW・HW・コンポーネント・周辺装置・素材などを含めたエンジニアリングチェーンを前提
（将来、あるいは、今後参入の可能性のある隠れたサプライチェーンまで）
 論点（現状の課題、方策等）、エコシステム
a. 我が国が世界のクラブメンバーに参画し、グローバルサプライチェーンの中でイニシアティブを発揮する
そのためには、

b. スタートアップ／ベンチャー企業や新事業、新市場の創出、これらを成長させていく
そのためには、

c. 我が国が世界から注目される優れた技術を創出し、技術を継続して育成していく
d. 日本企業の海外進出や、海外企業を誘致して量子産業や量子技術の利用者、市場を拡大する

＋今後サプライチェーンの一角を担う企業を発掘、参入を支援、育成していく
 ヒアリング対象（アンケート併用）
• スタートアップ／ベンチャー企業経営者（量子）
• スタートアップ／ベンチャー企業経営者（非量子のディープテック） ＃参考として先行分野
再生医療、AI、フュージョン、衛星通信

• 量子スタートアップと業務提携や資本提携、M&Aを考える企業
• ベンチャーキャピタル
• サプライチェーン企業（量子、非量子に関わらず、将来、または、今後参入の可能性のある企業・
団体を含む。ただし、実ビジネスや産業にリーチしていること）

• 海外企業（海外スタートアップ、海外ベンチャーキャピタル）


